
家庭教育は、特別なことではなく、日々の小さな関わりから始まりま
す。声をかけたり、話を聞いたりする時間が、子どもに安心と自信を
与えます。
そのさりげない関わりが、学ぶ意欲を育て、家庭学習の習慣へとつな
がります。

平日に１時間以上勉強している子どもは全国的に減少しています。
柏崎市では、中３は著しく減少しています。

各校では授業と関係した宿題や、ＡＩドリルを使った宿題に取り
組んでいます。引き続き、学校と家庭の協力をお願いします。

３観７Ｐ「家庭学習を活用する」 ドリルパーク

県教育委員会では、子どもの健
やかな成長を支えるために、家
庭での学びや関わりを見つめ直
すきっかけとして「新潟県家庭
教育支援ガイドブック」を作成
しました。

新潟県家庭教育支援
ガイドブック（教育
庁生涯学習推進課）

「学びプラン通信『親子でつく
る学習習慣』編」では市内の子
どもの様子と学校の取組を紹介
し,ガイドブックをもとに、家庭
学習の習慣につながる「家庭に
ある教育の力」についてお伝え
します。

子育てに不安をもつご家庭に向
けての情報発信にお役立てくだ
さい。


